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予 算 決 算 委 員 会 次 第 

 

日 時：2026年３月24日(火)13：00～ 

場 所：議 場 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

 

３ 協議事項 

⑴ 付託案件の審査について 

〔別紙１：議案付託表・分科会分担表、別紙２：審査日程表〕 

 

 

 

 ⑵ 分科会長報告 

 

 

 

⑶ 意見・要望のまとめについて 

  〔別紙３：分科会における意見・要望〕 

 

 

 

⑷ 閉会中の継続審査に関する件について 

 

 

 

４ その他 

 

 

 

５ 閉  会 



〈別紙１〉 

  

令和８年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託表 

 

【予算決算委員会】 

  報告第２号 専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第２号 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

第15号議案 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

第26号議案 令和８年度豊岡市一般会計予算 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【総 務 分 科 会】 

  報告第２号 専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第２号 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

第15号議案 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

第26号議案 令和８年度豊岡市一般会計予算 

   

 

【文教民生分科会】 

報告第２号 専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第２号 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

第15号議案 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

第26号議案 令和８年度豊岡市一般会計予算 

   

 

【建設経済分科会】 

報告第２号 専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第２号 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

第15号議案 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

第26号議案 令和８年度豊岡市一般会計予算 



〈別紙２〉 

 令和８年３月定例会  
 

予 算 決 算 委 員 会  審 査 日 程 表 

審 査 日 程 付託（分担）議案 審  査  内  容 

 
全体会① 

 
３月12日（木） 
本会議散会後 
 

議 場 
 

 
【予算決算委員会】 
報告第２号  専決処分したものの承認を求めることについて 
専決第２号 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

第15号議案  令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 
第26号議案  令和８年度豊岡市一般会計予算 
 

 
＜説明＞ 
＜質疑＞ 
 
○各議案分科会分担 

 
分 科 会 

 
３月16日（月） 
13：00～ 
 
３月17日（火） 
９：30～ 
 

 
【総務分科会】 
報告第２号  専決処分したものの承認を求めることについて 
専決第２号 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

第15号議案  令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 
第26号議案  令和８年度豊岡市一般会計予算 
 
【文教民生分科会】 
報告第２号  専決処分したものの承認を求めることについて 
専決第２号 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

第15号議案  令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 
第26号議案  令和８年度豊岡市一般会計予算 
 
【建設経済分科会】 
報告第２号  専決処分したものの承認を求めることについて 
専決第２号 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

第15号議案  令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 
第26号議案  令和８年度豊岡市一般会計予算 
 

 
＜提案説明＞ 
＜質疑＞ 
＜賛否の確認＞ 
 
 
《分科会審査意見、要望の
まとめ》 
 
※ 予算決算委員会への

付託議案は、３常任委員
会の開催中に、分科会に
切り替え、分科会に分担
された議案を審査する。 

 
全体会② 

 
３月24日（火） 
13：00～ 

 
議 場 

 

 
【予算決算委員会】 
報告第２号  専決処分したものの承認を求めることについて 
専決第２号 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

第15号議案  令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 
第26号議案  令和８年度豊岡市一般会計予算 

 
＜各分科会長報告＞ 
 ・総務分科会長 
 ・文教民生分科会長 
 ・建設経済分科会長 
＜質疑＞ 
＜討論＞ 
＜表決＞ 
 
《委員会審査意見、要望の
まとめ》 
 

 

省略 

【分科会後～全体会②の間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<全議員> 

分科会長報告の要旨を 

事務局から議員に送付 

３/19(木) 17:15までに

<通告をされる議員のみ> 

要望・意見の通告期限 

３/23(月) 正午までに 



 

〈別紙３〉 

 
 

予算決算委員会分科会における意見・要望（要旨） 
 

令和８年第２回豊岡市議会（定例会） 

議案番号及び件名  報告第２号 専決処分したものの承認を求めることについて 

           専決第２号 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

 

【総務分科会】 

【文教民生分科会】  意見・要望なし 

【建設経済分科会】 

  

 

議案番号及び件名  第15号議案 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

 

【総務分科会】 

【文教民生分科会】  意見・要望なし 

【建設経済分科会】 

  

 

議案番号及び件名  第26号議案 令和８年度豊岡市一般会計予算 

 

【総務分科会】 

意見・要望なし 

 

【文教民生分科会】   

 公立豊岡病院組合への財政支援に関する件 

 公立豊岡病院組合に対する市の長期貸付について、同組合の構造改革委員会に

おいて資金収支を含めた抜本的な経営改革を進めることと並行して融資が行われ

ることとなる。市として、構造改革委員会での議論の方向性と経営改革の執行を

見極めるなど、融資資金を毀損しないよう万全の態勢で臨まれたい。 

 

【建設経済分科会】 

企業誘致推進に関する件 

企業誘致推進事業費の内、産業用地適地選定調査業務委託料として４４８万円

が計上されている。本調査に反対するものではないが、すでに市が売却した産業

用地の中には、長期間利活用されていない土地がある。今後、それらの土地の利

活用についても、所有者に対してしっかりと働きかけを行っていただくよう要望

する。 

 



〈別紙４〉 

意 見 ･ 要 望 の 通 告 書     （№   ） 

令和８年第２回豊岡市議会定例会の予算決算委員会において、下記のとおり意見･要望を付した

いから通告します。 

令和８年３月２３日 

豊 岡 市 議 会 予 算 決 算 委 員 長  様 

    豊岡市議会 予算決算委員   福田嗣久            

意見・要望通告締切日時 ３月23日（月） 正 午  

議案番号及び件名 要 望 ･ 意 見 備 考 

 

第26号議案  

令和８年度豊岡市一般

会計予算 

 

 

新年度予算の執行に関する件 
アメリカ、イスラエルによるイランへの

攻撃が始まり３週間が経過しましたが、な

かなか先の見えない状況が続いている。 

ペルシャ湾ホルムズ海峡が封鎖され、原油

等の輸入が滞り、我が国経済に多大な影響

が危惧されているところである。 

本市、新年度予算執行においても原油高に

よる影響が大となり市域経済においても各

産業に大きな影響が及ぶことが危惧され

る。 

以上のことから新年度予算を執行するにあ

たり、上記の様子もしっかりと見極め適切

な執行につとめられたい。 

 

 

(注)１ 意見・要望の提出期限は、予算決算委員会で決定された日時を厳守してください。 
２ 本紙による通告書が２枚以上にわたる場合は、頁数を付記してください。 
３ 記載にあたっては、意見・要望の内容（要旨）を簡潔・明瞭にお願いします。 
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午後０時５５分開会 

○委員長（清水  寛） すみません、皆さんおそろ

いですので、ただいまから予算決算委員会を開会い

たします。 

 本日の委員会に傍聴の申出があり、許可しており

ますので、ご了承願います。 

 本委員会に付託されました議案は、去る３月１６

日と１７日に開催されました各分科会において審

査が行われました。本日は、分科会審査を終えた３

件の議案について審査を行います。 

 これより付託案件の審査に入ります。 

 審査順序につきましては、確認をさせていただき

ます。文書共有システムに配信しております別紙２、

審査日程表の最下段に記載のとおり、各分科会長報

告、次に、分科会長報告に対する質疑、討論、表決

を行い、その後、委員会意見・要望の取りまとめを

行いたいと思います。ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認め、そのよう

に決定いたしました。 

 それでは、審査日程表に基づき、審査を進めます。 

 まず初めに、報告第２号、専決処分したものの承

認を求めることについて、専決第２号、令和７年度

豊岡市一般会計補正予算（第１０号）を議題といた

します。 

 まず、総務分科会長の報告を求めます。 

 芹澤正志委員。 

○総務分科会長（芹澤 正志） 報告第２号、専決第

２号中、総務分科会に分担されました事項について、

審査の結果をご報告いたします。 

 本件は、大雪に伴い不足すると見込まれる市道除

雪業務委託料などに係る歳入歳出予算補正につい

てであり、令和８年２月１０日付で行った補正予算

の専決処分の報告であります。 

 当局に対し、各項目にわたり詳細な説明を求め、

慎重に審査を行った結果、反対意見はなく、全員賛

成でありました。 

 以上、ご報告いたします。 

○委員長（清水  寛） 次に、文教民生分科会長の

報告を求めます。 

 石田清委員。 

○文教民生分科会長（石田  清） 報告第２号、専

決第２号について、文教民生分科会に分担されまし

た事項における審査の結果をご報告いたします。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入歳出予算補正の関係部分についてでありま

す。 

 当局に対し、各項目にわたり詳細な説明を求め、

慎重に審査を行い、賛否を確認したところ、反対意

見はなく、全員賛成でありました。 

 以上、ご報告いたします。 

○委員長（清水  寛） 次に、建設経済分科会長の

報告を求めます。 

 森垣康平委員。 

○建設経済分科会長（森垣 康平） 報告第２号、専

決第２号中、建設経済分科会に分担されました事項

について、審査の結果をご報告いたします。 

 本件は、大雪に伴い不足すると見込まれる市道除

雪業務委託料などの経費について、令和８年２月１

０日付で行った補正予算の専決処分の報告であり

ます。 

 当局に対し、各項目にわたり詳細な説明を求め、

慎重に審査を行い、賛否を確認したところ、反対意

見はなく、全員賛成でありました。 

 以上、報告いたします。 

○委員長（清水  寛） 以上、報告は終わりました。 

 これより分科会長報告に対する質疑に入ります。

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本件は、承認すべきものと決

定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、報告第２号、専決第２号は、分科会長報告のと
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おり承認すべきものと決定いたしました。 

 次に、第１５号議案、令和７年度豊岡市一般会計

補正予算（第１１号）を議題といたします。 

 まず、総務分科会長の報告を求めます。 

 芹澤正志委員。 

○総務分科会長（芹澤 正志） 第１５号議案中、総

務分科会に分担されました事項について、審査の結

果をご報告いたします。 

 本案は、歳入歳出予算において、年度末における

入札残や事業費の確定に伴うもののほか、年度末ま

での支出予定の精査による不用額等の減額を行お

うとするものであります。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入歳出予算補正、繰越明許費補正、債務負担行

為補正及び地方債補正についてです。 

 当局に対し、各項目にわたり詳細な説明を求め、

慎重に審査を行った結果、反対意見はなく、全員賛

成でありました。 

 以上、ご報告いたします。 

○委員長（清水  寛） 次に、文教民生分科会長の

報告を求めます。 

 石田清委員。 

○文教民生分科会長（石田  清） 第１５議案中、

文教民生分科会に分担されました事項について、審

査の結果をご報告いたします。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入歳出予算補正、繰越明許費補正、債務負担行

為補正及び地方債補正についてであります。 

 当局に対し、各項目にわたり詳細な説明を求め、

慎重に審査を行い、賛否を確認したところ、反対意

見はなく、全員賛成でありました。 

 以上、ご報告いたします。 

○委員長（清水  寛） 次に、建設経済分科会長の

報告を求めます。 

 森垣康平委員。 

○建設経済分科会長（森垣 康平） 第１５号議案中、

建設経済分科会に分担されました事項について、審

査の結果をご報告いたします。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入歳出予算補正、繰越明許費補正、債務負担行

為補正及び地方債補正の関係部分についてであり

ます。 

 当局に対し、各項目にわたり詳細な説明を求め、

慎重に審査を行い、賛否を確認したところ、反対意

見はなく、全員賛成でありました。 

 以上、ご報告いたします。 

○委員長（清水  寛） 以上、報告は終わりました。 

 これより各分科会長報告に対する質疑に入りま

す。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１５号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 次に、第２６号議案、令和８年度豊岡市一般会計

予算を議題といたします。 

 まず、総務分科会長の報告を求めます。 

 芹澤正志委員。 

○総務分科会長（芹澤 正志） 第２６号議案中、総

務分科会に分担されました事項について、審査の結

果をご報告いたします。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入歳出予算、債務負担行為、地方債、一時借入

金及び歳出予算の流用についてです。 

 当局に対し、各項目にわたり詳細な説明を求め、

慎重に審査を行い、賛否を確認したところ、賛成、

反対の意見がありました。 

 反対の理由として、１７年間続く個人市民税の超

過課税について、直ちに廃止できるものではないか

との意見が出されました。 

 以上、ご報告いたします。 

○委員長（清水  寛） 次に、文教民生分科会長の
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報告を求めます。 

 石田清委員。 

○文教民生分科会長（石田  清） 第２６号議案中、

文教民生分科会に分担されました事項について、審

査の結果をご報告いたします。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入歳出予算、債務負担行為及び地方債について

であります。 

 当局に対し各項目にわたり詳細な説明を求め、慎

重に審査を行い、賛否を確認したところ、反対意見

はなく、全員賛成でありました。 

 なお、当分科会は、次のとおり、意見及び要望を

付すことに決定しました。 

 公立豊岡病院組合に対する市の長期貸付けにつ

いて、同組合の構造改革委員会において資金収支を

含めた抜本的な経営改革を進めることと並行して、

融資が行われることとなる。市として、構造改革委

員会での議論の方向性と経営改革の執行を見極め

るなど、融資資金を毀損しないよう万全の体制で臨

まれたい。 

 以上、ご報告いたします。 

○委員長（清水  寛） 次に、建設経済分科会長の

報告を求めます。 

 森垣康平委員。 

○建設経済分科会長（森垣 康平） 第２６号議案中、

建設経済分科会に分担されました事項について、審

査の結果をご報告いたします。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入歳出予算、債務負担行為及び地方債の関係部

分についてであります。 

 当局に対し、各項目にわたり詳細な説明を求め、

慎重に審査を行い、賛否を確認したところ、反対意

見はなく、全員賛成でありました。 

 なお、当分科会は、次のとおり、意見及び要望を

付すことに決定しました。 

 企業誘致推進事業費のうち、産業用地適地選定調

査業務委託料として４４８万円が計上されいてい

る。本調査に反対するものではないが、既に市が売

却した産業用地の中には、長期間利活用されていな

い土地がある。今後、それらの土地の利活用につい

ても、所有者に対してしっかりと働きかけを行って

いただくよう要望する。 

 以上、ご報告いたします。 

○委員長（清水  寛） 以上、報告は終わりました。 

 これより分科会長報告に対する質疑に入ります。

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

 ２１番、須山泰一委員。 

○委員（須山 泰一） 第２６号議案、令和８年度一

般会計予算案について、反対討論を行います。 

 地方自治体の任務は、住民の福祉の増進を基本と

することとされています。また、住民要求に応える

ことが求められます。新年度予算案は、所得制限が

ついてはいるが、高校年代までのこども医療費の無

料化、小学校の給食費無料化、３歳未満の保育料軽

減などの市民要求の実現を評価しますが、一方で、

全国で唯一、豊岡市だけが課税している市民税の超

過課税が存続しています。また、歳出においての但

馬空港利用補助金についての補助率の見直しを求

めます。 

 まず、超過課税についてですが、市民税所得割の

課税が０．１％の上乗せにより５，５００万円が計

上されています。２０年前の豊岡市合併後、旧豊岡

市だけに課税されていた都市計画税を廃止し、その

税収を確保するために、２００９年度より、固定資

産税とともに広く市民負担を求めるとして個人市

民税への超過課税が１７年間行われてきました。固

定資産税に対しての超過課税はほかの市でもあり

ますが、個人市民税の所得に対しての超過課税は全

国で豊岡市だけです。２００９年度より２０２４年

度までの総額が８億円を超えています。全国どこで

も同じ交付税制度の下、なぜ豊岡市だけがこの上乗

せ課税を続けるのか、本会議でのしかるべき時期に

廃止の方向へ検討という答弁もありますが、代替の

財源を用意しての廃止ではなく、直ちに廃止するこ

とを求めます。 
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 また、歳出においては、但馬空港利用補助金約６，

８００万円が計上されています。但馬空港からの飛

行機は一度も利用していないという市民も多くい

る中で、運賃の半額近い補助をいつまで続けるのか、

ほかの公共交通、特に近隣市町との料金差が生じて

いる状況にある公共バスの運賃の引下げ、市内一律

２００円バスなどの検討をすべきではないでしょ

うか。 

 以上、新年度予算案への反対の意見とします。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（清水  寛） ほかにありませんか。 

 竹中理委員。 

○委員（竹中  理） 第２６号議案、令和８年度豊

岡市一般会計予算に賛成の立場から討論します。 

 超過課税の相当額は下水道会計に繰り出してお

り、仮に廃止した場合、下水道会計への繰り出し確

保のため、市民の暮らしや命を守るための道路整備

や予防対策、防災対策、産業振興などの社会基盤整

備のための財源を圧迫し、これまでと同じ水準の行

政サービスの提供が困難になります。よって、超過

課税は必要不可欠な財源であり、それを含む本案に

賛成をします。 

 次に、但馬空港利用促進協議会補助金について、

コウノトリ但馬空港は、地域の優位性を保つため、

必要な空港であり、公共交通機関としてはもちろん、

災害時の広域防災拠点としての価値も高めてまい

りました。コウノトリ空港のあり方懇話会において

も、開港３０周年を経て、産官学が一体となって利

用促進に取り組み、地元が空港の必要性を強く示す

必要性が強調されています。引き続き利用促進に取

り組む必要があり、適切な予算措置であると考えま

す。よって、先ほどと同様、賛成討論といたします。 

 議員の皆様の賛同をよろしくお願いいたします。

以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 賛成、反対の意見がありますので、起立により採

決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○委員長（清水  寛） 起立多数により、第２６号

議案は、原案のとおり可決すべきものと決定いたし

ました。 

 以上で当委員会に審査を付託されました案件の

審査は終了いたしました。 

 次に、委員会意見・要望として、委員長報告に付

すべき内容についてご協議をいただきたいと思い

ます。 

 第２６号議案に係る意見及び要望について、文書

共有システムに配信しております別紙３の予算決

算委員会分科会における意見・要望及び別紙４、意

見・要望の通告書のとおり、文教民生分科会及び建

設経済分科会並びに福田委員から提出がありまし

た。 

 初めに、文教民生分科会から提案された公立豊岡

病院組合への財政支援に関する件及び建設経済分

科会から提案された企業誘致推進に関する件につ

いてを議題といたします。 

 両分科会の提案のとおり、当委員会の意見及び要

望として付すことにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認め、そのよう

に決定いたしました。 

 続いて、福田委員から提案のありました別紙４の

新年度予算の執行に関する件についてを議題とい

たします。 

 福田委員のほうから何か補足説明はありますか。

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

 それでは、質疑及び意見はございませんか。よろ

しいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、福田委員の提案

のとおり、当委員会の意見及び要望として付すこと

にご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認め、新年度予
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算の執行に関する件については、当委員会の意見及

び要望として付すことに決定をいたしました。 

 このほか委員の皆さんから意見及び要望のご提

案はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ないようですので、委員長

報告については、正副委員長にご一任いただきたい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認め、そのよう

に決定いたしました。 

 次に、４の閉会中の継続審査の申出についてお諮

りいたします。 

 議長に対して、委員会重点調査事項を閉会中の継

続審査事項として申し出たいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認め、そのよう

に決定いたしました。 

 続いて、その他ですが、委員の皆さんから何かご

発言がありましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ないようですので、以上を

もちまして予算決算委員会を閉会いたします。ご苦

労さまでした。 

午後１時１４分閉会 

──────────────────── 


